
三種町社協だより

ホームページからもご覧いただけます。 三種町社協 検　索
見てね！（^^）！

能代科学技術高校　２年

清
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　羽
は
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な
さん

教科書などでは得られない、
現場の空気感を体験すること
ができました。今回の経験で、
職業に対するイメージが鮮明
になりました。

能代科学技術高校　２年

伊
い

藤
とう

　紫
ゆかり
さん

初めての体験で緊張していまし
たが、レクリエーションなどを
通じて利用者さんの笑顔を見る
ことで緊張がほぐれ、自然体で
交流することができました。

　９月３日・４日の２日間、
能代科学技術高校より２名の
生徒が三種町社会福祉協議会
へインターンシップに来てく
ださいました。デイサービス
事業とホームヘルプ事業の利
用者支援に関わる業務を体験
しました。

インター
ンシップへようこそ

三種町社会福祉協議会 
秋田県山本郡三種町森岳字上台 93－5
TEL（0 1 8 5）7 2 － 4 4 0 0
FAX（0 1 8 5）8 3 － 3 2 0 0

第78号

令和7年

月12



三種町社協三種町社協はは『この地域で住み続けたい』『この地域で住み続けたい』
願い願いのの実現実現をを目指します目指します

令和７年度社協会費のご報告
　今後も、思いやりと支え合いで “あんしん” を育む福祉でまちづくり～孤立と排除のない地域づく
りを目指して～を基本理念として、地域共生社会の実現に向けて取り組みます。

地　区　名 世帯数 金額（円）
天 瀬 川 36 25,200
市 野 17 11,900
種 沢 8 3,000
川 代 16 11,200
小 谷 沢 10 7,000
内 鯉 川 30 21,000
浜 鯉 川 60 42,000
山 谷 85 29,750
鹿 南 一 89 62,300
鹿 南 二 43 30,100
鹿 北 100 70,000
猿 田 13 9,100
館 村 39 27,300
鹿 渡 中 沢 25 18,100
八 幡 越 23 16,100
川 藤 8 5,600
千 刈 田 15 10,500
高 屋 敷 30 21,000
中 村 8 5,600
羽 根 川 6 4,200
泉 沢 27 18,900
長 信 田 6 4,200
新 町 39 19,500
浜 村 48 33,600
鹿 渡 新 屋 敷 123 50,000
牡 丹 46 32,200
２次ゆうタウン 43 24,080

地　区　名 世帯数 金額（円）
３次ゆうタウン 50 35,000
入 通 5 3,500
増 浦 11 7,700
神 馬 沢 2 1,400
鰄 渕 10 7,000
上 砂 子 沢 10 7,000
下 砂 子 沢 5 3,500
二 本 杉 12 6,000
小 又 口 9 6,300
小 出 4 2,800
柏 木 岱 7 4,900
落 合 10 7,000
塚 の 岱 3 2,400
勝 平 32 22,400
上 新 屋 敷 20 10,000
上 岩 川 羽 立 6 4,200
上 小 新 沢 9 6,300
下 小 新 沢 10 7,000
大 町 １ 34 23,800
大 町 ２ 64 44,800
大 町 ３ 21 14,700
大 町 ４ 23 16,100
大 町 ５ 30 21,000
大 町 ６ 21 15,000
林 崎 １ 27 18,900
林 崎 ２ 28 19,600
林 崎 ３ 51 35,700

地　区　名 世帯数 金額（円）
林 崎 ４ 79 55,300
槻 田 27 18,900
横 長 根 8 5,600
泉 八 日 １ 30 21,000
昼 寝 7 4,900
二 ツ 森 １ 21 15,000
二 ツ 森 ２ 22 15,400
寒 城 １ 8 5,600
寒 城 ２ 14 9,800
上 台 ２ 12 8,400
木 戸 沢 18 12,600
石 倉 上 台 43 10,000
牛 沢 11 7,700
山 口 14 9,800
飛 塚 中 沢 35 24,500
飛 塚 18 12,600
大 町 住 宅 15 10,500
別 荘 地 30 6,000
豊 岡 １ 21 14,700
豊 岡 ２ 40 28,000
豊 岡 ３ 11 7,700
豊 岡 ４ 25 17,500
金 光 寺 野 9 6,300
根 岸 12 8,400
和 田 28 19,600
向 達 子 １ 26 18,200
向 達 子 ２ 19 13,300

（順不同・敬称略）

3,136,130円
2,791,830円（4,164世帯）一般会費

合計金額

ご協力ありがとうございました

2



（順不同・敬称略）
地　区　名 世帯数 金額（円）

達 子 ２ 28 19,600
舘 ノ 下 5 3,500
谷 地 ノ 沢 4 2,800
不 動 田 27 18,900
長 面 １ 27 18,900
長 面 ２ 28 19,900
長 面 ３ 20 14,600
宮 ノ 目 8 5,600
中 野 9 6,300
外 ノ 沢 20 14,000
金 光 寺 90 63,000
志 戸 橋 １ 32 22,400
志 戸 橋 ２ 20 14,000
志 戸 橋 ３ 20 14,000

地　区　名 世帯数 金額（円）
志 戸 橋 ４ 21 14,700
割 道 23 16,100
志 戸 橋 野 10 7,000
新 田 67 46,900
中 嶋 136 95,200
藤 木 台 17 11,900
逆 川 24 17,100
外 岡 34 23,800
外 岡 羽 立 40 28,000
浜 田 202 141,400
大 口 127 89,800
芦 崎 66 46,200
釜 谷 153 107,100
大 谷 地 28 19,600

地　区　名 世帯数 金額（円）
追 泊 25 17,500
安 戸 六 56 39,200
川 尻 83 58,100
久 米 岡 48 33,600
富 岡 66 46,200
鵜 川 181 127,300
大 曲 192 131,000
鵜 の 巣 14 9,800
十 八 坂 18 12,600
餅 の 沢 5 3,500
飯 塚 14 9,800
萱 刈 沢 66 46,200

330,000円（102件）特別会費

14,300円（ 6件）賛助会費 地　　域 世帯納入率
琴　　丘 74.8%
山　　本 80.1%
八　　竜 74.7%
合　　計 76.8%

地域別納入率

会社・法人等
板 垣 住 建 
宮 田 工 務 店 
㈲中央車検センター 
グループホーム せきれい苑
㈲カープモータース 
小 玉 建 設 ㈱ 
㈲八郎潟自動車整備工場 
㈱ 板 垣 組 
㈱ テ ラ タ 鹿 渡 店
鹿 渡 内 科 医 院 
琴 丘 歯 科 医 院 
第 一 道 路 建 設 ㈱ 
ＪＡ秋田やまもと 本店
畠 慶 商 事 ㈱ 
㈲ハウジング かとう工務店
畠 山 建 設 ㈱ 
介護老人保健施設 やかた
㈱ 秋 田 山 友 技 術 
佐 藤 歯 科 医 院 
三 浦 石 材 工 業 
㈲ 近 藤 呉 服 店 

会社・法人等
㈲ 渡 一 商 店 
㈲ 寿 商 店 
荒 川 整 骨 院 
㈱ 鹿 渡 工 業 
㈱ 児 玉 信 長 商 店 
田 中 建 設 ㈱ 
㈲ 共 同 農 機 
㈱ウッドミル伊藤工業 
㈲ 田 中 土 木 
㈱ 小 玉 鉄 筋 工 業 
イオン東北㈱ マックスバリュ琴丘店
琴 丘 衛 生 舎 
㈱ 秋 田 芝 生 
㈲石川給油センター 
㈱八郎潟印刷山本営業所
特別養護老人ホーム 希望苑
㈱ ヒ ラ サ ダ 
㈱ さ ん ば り お 
㈱シーガルジャパン 琴丘店
秋 田 銀 行 鹿 渡 支 店
㈱ 石 川 組 

会社・法人等
司法書士 行政書士 國柄進一事務所 
金 商 マ ル ゲ ン ㈱ 
ピ ー ス オ ー ト 

（一社）三種町シルバー人材センター
み つ ぐ 農 林 
A O S ㈱ 
石 井 工 業 ㈱ 
㈱ 安 藤 食 品 
㈲ 池 内 食 品 工 業 
㈲ 石 井 電 気 工 事 
㈴㈴ 石 川 商 会 
板 倉 衛 生 セ ン タ ー 
いなほ化工㈱ 秋田工場
大 信 太 工 業 ㈱ 
㈲ 金 岡 自 動 車 
㈲ 工 藤 新 聞 店 
ケアセンター ほほえみ
㈱ 児 玉 商 会 
笹 村 車 輌 整 備 工 業 
こ ま ち 食 品 工 業 ㈱ 
佐 藤 医 院 

会社・法人等
㈲ 三 善 電 機 商 会 
㈲ 志 戸 橋 フ ァ ー ム 
嶋 工 建 設 ㈱ 
㈱ 島 新 
じ ゅ ん さ い の 館 
鈴木ステンレス工業 
大 日 寮 
㈱ 丹 波 住 建 
㈲ 森 岳 食 品 
㈱ ワ タ ナ ベ デ ン キ 
森 岳 温 泉 ホ テ ル 
㈱ ホ テ ル 森 山 館 
森 岳 温 泉 病 院 
㈲ 山 本 石 油 販 売 
㈱ ゆ う ぱ る 
羽後信用金庫 森岳支店
森 岳 郵 便 局 
白神カントリークラブ㈱ 
嶋 田 歯 科 医 院 
㈱フロンティア三浦 森岳プレス加工所
特別養護老人ホーム 美幸苑

会社・法人等
グループホーム さわらび
ショートステイ さくら
㈲ 西 村 建 材 
成 田 建 設 ㈱ 
湖 北 自 動 車 ㈱ 
㈲ 泉 製 麺 所 
八竜産直センター メロディアン
㈱ 桧 森 建 築 
㈲ 岩 谷 電 気 
弘 八 技 工 ㈲ 
㈲ 牧 建 設 工 業 
藤原自動車整備工場 
ドラゴンフレッシュセンター まごころの会
㈱ 秋 田 白 神 食 品 
㈱アイセイ薬局 赤玉薬局八竜店
㈱ エ ム ウ イ ン ズ 

㈱　　荒　　谷
社会福祉法人たつの子会 三種たつのこ保育園

（順不同・敬称略）
会　社　・　法　人　等
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　三種町共同募金委員会では町内の小・中学校
に募金の協力をお願いしており、係や委員会で
募金を呼び掛けるなど積極的に取り組んでいた
だいています。募金の配分金の一部は各学校で
地域交流や農園活動、保育園との交流など、さ
まざまな活動に役立てられています。

琴丘小学校 湖北小学校ご協力ありがとうございました

みんなの町を良くする仕組みです

　11月５日（水）、八竜産直センターメロディアンにて、浜口小学校・
三種町共同募金委員会・三種町社会福祉協議会がコラボし、浜口小学
校のサツマイモ販売に合わせた、「赤い羽根共同募金」街頭募金活動
を実施しました。児童たちは事前に、福祉学習を通して共同募金の流
れや使われ方を勉強しており、手作りの看板や募金箱を制作しました。
イベント当日はそれらを駆使して、買い物に訪れたお客さんに一生懸
命声をかけていました。
　集まった募金は町の福祉向上のために役立てていきます。募金にご
協力いただきましたみなさん、ありがとうございました。

　11月13日（木）、三種町生活支援体制整備事業推進会議委員と当会
職員が、大館市で実施されている移動支援（買い物支援サービス）の
視察研修に行きました。
　近隣のスーパーが廃業し、日常の買い物に困難を感じる高齢者の
方々が増える中、大館市のＮＰＯ法人では「デイサービスの空き時間
に送迎車を活用する」という柔軟な取り組みを行っています。これは、
地域資源を有効活用しながら、住民の生活の質を維持・向上させるこ
とを目的とした支援です。
　当日は、サービス開始までの経緯や課題についての説明を受けた後、
実際の買い物支援の様子を見学しました。　利用者の方からは「月１
回の買い物と車内での会話が楽しみ」といった声が聞かれ、支援の効
果を実感することができました。
　今回の視察を通じて、地域の実情に即した支援のあり方や、住民の
ニーズに寄り添ったサービスの重要性を改めて認識しました。今後の
事業推進に向けて、大変参考となる貴重な機会となりました。

～生活を支える買い物支援サービス～

赤い羽根学校募金

視 察 研 修

赤い羽根共同募金に
ご協力お願いします！！
～浜口小学校福祉体験～

デイサービスの車両を利用します。

取り組みへの思いを聞きました。
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リユース市 開催しました
　９月23日（火・祝）に地域福祉センター会議室にて、リ
ユース市を開催しました。
　今回は三種町社協が行っているリユース事業の他に、ボ
ランティアさんによるカフェスペースが設けられました。
　次回は３月に開催を予定しています。統合前の制服、体
育着もまだまだ需要があります。お家で眠っているものは
ありませんか？ぜひ、お気軽にお問い合わせください。

地域福祉課　TEL 83－4861

たくさんの方にお越しいただきました（*^^*）

　10月15日（水）、
八郎潟町の『デイ
サービスセンター
あしらく』へ施設
見学に行きまし
た。あしらくでは
治療院での施術経
験を活かした介護
サービスを提供しており、利用者の身体の状況
に応じた機能訓練を行っています。参加者の方
からは「こういうデイサービスもあるんだ。」「参
加してよかった。」などの声が聞かれました。
　次回は12月16日（火）に、フラワーアレンジ
メント＆傾聴ボランティア3

みみ
3の会との交流を予

定してます。ご参加お待ちしております✿

第２回 家族介護者交流会

「みんなの居場所づくりに向けた人材養成講座」開催します

実践発表 ▶ そらまめ食堂　小山田　公代  氏

　誰もが集える居場所づくりの
取組みを拡げるため、研修会を
開催します。

※�こども食堂を立ち上げた経緯、目的、効果、課題、支援方法について紹介。
場所や対象者の選定、衛生管理、関係者との連携について等。

令和８年１月22日（木） 13：30～15：00頃日時

三種町地域福祉センター　会議室会場

テーマ・講師

実習お疲れさまでした実習お疲れさまでした

杉
すぎはら

原　翔
しょうや

也 さん
　今回の実習では、コミュニ
ティソーシャルワーカーや社
会福祉協議会がどのように地
域とつながり、どのように働
きかけているかについて深く
理解することができました。
お忙しい中担当してくれた職
員の皆様、各地域の皆様、誠
にありがとうございました。

保
ほ さ か

坂　未
み く

来 さん
　この実習における三種町社
会福祉協議会の様々な活動へ
の参加を通して、地域とのつ
ながりの重要性を実感するこ
とができました。三種町社会
福祉協議会の職員の皆様や関
わってくださった町民の皆様、
大変お世話になりました。本
当にありがとうございました。

　10月９日～21日まで秋田社会福祉専門学校から社会福祉士養成課程のソーシャルワーク実習に２名の学生が
来てくださいました。福祉教育やサロン活動への参加、地域のみなさんとの関わりを通して、社会福祉につい
て学びました。ご協力いただいたみなさま、ありがとうございました。
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地域サロ
ン紹介

権利擁護だより

　三種町で市民後見人として活動していたＡさん。
先日、担当していた方が亡くなり活動を終えまし
た。これまでの後見活動について振り返り、インタ
ビューしました。

～市民後見人さんへ
インタビュー～

◆社：「市民後見人の活動はいかがでしたか？」
◎Ａ：�「人生の終末までの支援が重要であることを

改めて痛感しました。」
◆社：「不安な事、心配な事はありましたか？」
◎Ａ：�「未知の活動だったので、全うできるか不安

でしたが、社協のみなさんに助けられ何とか
終えることができました。」

◆社：�「これからも後見制度を必要とする方が増え
ると予想されます。今後について望むことは
何ですか？」

◎Ａ：�「これからも社協には、制度の普及を頑張っ
てもらいたいです。」

◆社：�「今後も市民後見人として活動したいと思い
ますか？」

◎Ａ：�「はい。やりがいがありました。ご本人は、認
知症のある方でしたが、面会を重ね、顔と名
前を覚えていただいたことが嬉しかったです。」

◆社：�「一生懸命活動してくださり、本当にありが
とうございました。今後もよろしくお願いし
ます。」

　三種町社協は「ファミマフードドライブ」の協力パート
ナーとして、店舗に設置されている専用ＢＯＸに集まった
食品の回収や、ご相談頂いた方への配布を行っています。
　三種町内では現在、ファミリーマート三種八竜店で実施
しており、８月から10月にかけてジュースや調味料、パッ
クごはんなど、たくさんの食品をご寄贈いただきました。
　皆さまの温かいご支援に、心より感謝申し上げます。

三種町社協ホームページにも掲載して
いますので、ご確認ください。

ＱＲコードはこちら▶

フードドライブ
～ご協力ありがとうございます～

◆社協スタッフ（以下、社）
◎市民後見人Ａさん（以下、Ａ）

※市民後見人とは
　認知症などにより判断能力が低下した方の身上保
護や財産管理を担う、研修を受けた一般市民です。
　三種町成年後見支援センターでは、市民後見人の
養成、成年後見人のサポート、成年後見制度に関す
る相談対応などを行っています。

※�「ファミマフードドライブ」はファミリーマートが実施
している、家庭で余った食品をファミリーマートにご持
参いただき、対象地域で食の支援活動を行う団体を通じ
て支援が必要な方にお届けする取り組みです。 　11月10日、三種町農業

委員会より、うるち米とも
ち米を寄贈していただきま
した。いただいた物品は、
フードドライブ事業等に活
用させていただきます。

お米をいただきました

～こらさの会～
　こらさの会は毎月第２木曜日と第４木曜日の月２
回、小新沢集会場で開催されています。今年は畑を借
りて野菜作りにチャレンジしました。特にカボチャは、
サロン開催時に毎回、皆で食べられるほど豊作でした。
　メンバーの高齢化が進んでいますが、材料を持ち
寄って料理をしたり、体操をしたりなど、皆で声を掛
け合って楽しく集まっています。
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午前中は災害ボランティアセンターの活動内容につ
いて、講義を行って頂きました。

災害ボランティア活動実地訓練地域の力を結集！地域の力を結集！
　10月８日（水）に秋田県社会福祉協議会主催の災害ボランティア活動実地訓練が八竜農村環境改善センターで
開催されました。当日は定員50名のところ、定員を超える58名が参加しました。当会職員をはじめ、日赤奉仕団
やシルバー人材センター、民生委員、地域おこし協力隊などの方々に参加して頂き、講師の李

り

 仁
じん

鉄
てつ

氏（特定非
営利活動法人 にいがた災害ボランティアネットワーク理事長）の講話やボランティアセンターの運営模擬訓練
などを行いました。模擬訓練では、実際に総務班・受付班・ニーズ班・マッチング班・送出し班・資材班に分か
れてセンターでの一連の流れや各班の役割について確認する事が出来ました。この訓練を通して、平常時から社
協、行政及び地域との連携体制を構築しておくことの重要性を再認識しました。訓練に参加してくださった皆様、
本当にありがとうございました。

各班、模擬訓練が終わったら振り返り
を行い、次の模擬訓練に活かします。

地域おこし協力隊　西
にしむら
村　紅

く
美
み
さん

　今回の訓練を通じて実際の運用や役割を学ぶこ
とができ、大変貴重な機会となりました。水害の
多い小さな地域だからこそ自主的に動くことの大
切さを実感し、今後の活動に活かしていきたいと
感じました。力仕事だけでなく、地域の方の声を
聞くことも支援になると知り、自分にできること
を考えながら地域のために活動していきたいと思
います。

声のサークル「かくれんぼ」代表　加
かとう
藤裕

ゆ み こ
美子さん　

　今回の訓練では受付班を担当しました。一度に
多くの人が来た際の対応の大変さや予想外の事態
に戸惑うことも多く、臨機応変な対応力が必要だ
と感じました。訓練に参加することでボランティ
アセンターの流れやその中でどのような対応をす
るのかという事がわかり、とても貴重な学びとな
りました。いつでも、どこにでも起こりうる自然
災害。いざというときに今回の経験を生かし、自
分にできる活動で支援できたらと思いました。

　毎月第３木曜日に三種町地域福祉センターにて、
弁護士による無料法律相談を開催します。金銭、土
地、離婚、損害賠償等の法律全般についての困りご
との相談ができます。
日時  12月18日（木）　14：00～16：00
　　　 １ 月15日（木）　14：00～16：00
　　　 ２ 月19日（木）　14：00～16：00
場所  三種町地域福祉センター（森岳字上台93－5）

定員  ４人まで（要予約）
　　　 �１名30分以内での相談となります。同じ事

案についての相談は１人１回のみです。
  ※詳しくは地域福祉課（TEL 83－4861）まで
  　お電話ください。

　この活動は皆さまからの赤い羽根共同募金の
配分金を活用しています。

弁護士による無料法律相談

参
加
者
の
声

最後は、全員で振り返り＆講師より
フィードバックをして頂きました。

　10月29日 ～31日、
琴丘デイサービスセ
ンターでは、職員と
利用者さんが協力し
て、だまこ鍋を作り
ました。利用者さんにはお米をつぶして丸めても
らい、だまこを作っていただきました。
　「大鍋で、みんなと食べると美味しいね」「いい
ダシが出ている」などの感想が聞かれました。

食事中も会話が弾みました。

琴デイ  なべっこ会
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　あっという間に今年も残りわ
ずかとなりました。皆さんはど

んな一年でしたか。
　温かい飲み物を片手に、今年一年を振り返ってみるの
もいいかもしれません（*^^*）
　今年は、広報きずなの発行を通じて、地域の皆さんの
沢山の笑顔や、温かい活動に出会うことができました。
ありがとうございました。
　来年もさらに皆様の心に届く情報をお届けできるよ
う、編集部一同頑張ってまいります。
　寒さが一段と厳しくなりますが、どうぞ無理なさらず、
良いお年をお迎えください。

編 集 後 記

（敬称は略させて頂きます）

本誌「三種町社協だより」は皆様からの
共同募金の配分金の一部を活用し発行し
ています。

  香典返し（11/20までの届出）

・児　玉　敏　和	（中　　嶋）
・加賀谷　一　真	（大　　口）
・北　林　喜代子	（向 達 子）
・鎌　田　彦　弥	（秋 田 市）
・嶋　田　マキ子	（林　　崎）
・佐　藤　栄　樹	（林　　崎）
・畠　山　吉　男	（川　　代）

・渡　辺　徳　行	（林　　崎）
・小山内　　　力	（長　　面）
・宮　田　紀　英	（小 谷 沢）
・鎌　田　美　昭	（東 京 都）
・大　山　利　明	（鯉 川 北）
・清　水　恵　子	（浜　　田）
・小　野　正　子	（新　　田）
・三　村　ハツ子	（達　　子）

  寄　　贈
・上杉トヨ子
	 オムツ多数

・三種町農業委員会
　　　　会長　豊田　實
	 うるち米・もち米

◆お問い合わせ　地域福祉課ソーシャルワーク係
　TEL 83－4861

あなたの力を必要としている方がいます
三種町災害ボランティア

事前登録制度

12月29日（月）～１月３日（土）
⃝事務所　　　　　　　⃝ふれあいあんしんセンター
⃝相談支援センター　　⃝成年後見支援センター
⃝琴丘デイサービス
⃝配食サービス（※１月７日（水）から再開）

12月31日（水）～１月２日（金）
⃝山本デイサービス　　⃝訪問入浴サービス
⃝ホームヘルプサービス

年末年始の休館・休業のお知らせ

外出支援サービスの休業日

外出支援サービス事業（運転手）
　必要資格：普通自動車免許（大型免許尚可）
　募集人員：若干名
　お問い合わせ：地域福祉課　TEL 72－4400

12月30日（火）～１月４日（日）
※�ただし、人工透析通院で、常時
車イスを使用している方につい
ては年末年始もご利用いただけ
ます。

どちらも１月５日から、通常運営を再開します。

ドライバー募集のお知らせ

　災害に備えボランティアの登録を行います。
「もしも」の時のために、「ふだん」から備えを
整えていきます。
　災害発生時に活動するボランティアを事前に
登録し、迅速かつ効果的に活動が行えるよう、
平常時より相互の連携を図ることを目的とする
ものです。 
※�登録方法・活動内容等の詳細は、後日ホーム
ページでお知らせします。
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